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学位論文内容の要旨 

腹部手術領域や整形外科領域においてアセトアミノフェン静注液が術後鎮痛に有効であ

るという報告は散見されるが、胸部手術についての報告はわずかであった。そこで胸腔鏡手

術後の術後鎮痛においてアセトアミノフェン静注液の定期投与が有効であることを検討し

た。8cm 小開胸で胸腔鏡補助下肺葉切除術または肺区域切除を行なった 99 例を対象に術後

２日目まで６時間毎にアセトアミノフェン静注液を投与する定期投与群 29例と疼痛を自覚

した時に投与した非定期投与群 70 例を比較した。鎮痛効果の指標として NRS を用いてい

る。結果としては術後１日目から２日前の朝までの動作時痛において定期投与群で有意に

NRS スコアが低値となった。また非定期投与群ではより多くの鎮痛剤の処方が必要であっ

たという結果も得られた。結論として 8cm 小開胸胸腔鏡補助下手術においてアセトアミノ

フェン静注液の術後定期投与は術後鎮痛に有用である。

論文審査結果の要旨 

 本研究は、胸腔鏡手術後の術後鎮痛においてアセトアミノフェン静注液の定期投与が

有効であることを検討した。

8cm 小開胸で胸腔鏡補助下肺葉切除術または肺区域切除を行なった 99 例を対象に術後

２日目まで６時間毎にアセトアミノフェン静注液を投与する定期投与群 29例と疼痛を自覚

した時に投与した非定期投与群 70 例を比較した。術後１日目から２日前の朝までの動作時

痛において定期投与群で有意に NRS スコアが低値となった。また非定期投与群ではより多

くの鎮痛剤の処方が必要であったという結果も得られた。

委員からは、研究デザインの設定や研究結果の解釈についての質問があった。本研究者は、

診療情報や研究の限界を元に今後の展望も交えて回答した。

本研究は、8cm 小開胸胸腔鏡補助下手術の術後鎮痛に対する治療指針に寄与する重要な

知見を得たものとして価値ある業績と認める。よって、本研究者は博士（医学）の学位を得

る資格があると認める。

Effectiveness of scheduled intravenous acetaminophen in the 
postoperative pain management of video-assisted thoracic surgery 
（胸腔鏡手術後におけるアセトアミノフェン静注薬定期投与の術後鎮

痛効果の検討）


